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われわれは，物質の立体構造を可視化するツールとして期待されるテラヘルツ円偏光二色性イ

メージング装置の開発を行っている。従来のテラヘルツイメージングでは、主として振幅・位相

情報の可視化が研究対象であったが，被写体に依存する偏光回転を検出することで物質の立体構

造，旋光性，分極配向など物質の立体構造の解析が可能になる。二層三角格子回転モアレ型メタ

表面[1]の二層格子点間のずれベクトル場を定義すると、2 次元面内に 2 種類の特異点が存在する

こと、そして特異点周囲のベクトル場の回転数に対応する幾何学的位相が付与されることが分か

っている。今回、2種類の特異点が異なるキラリティーを持つことに着目し、実験的に検出した。 

自作のテラヘルツ光源[2]を用いて円偏光クロスニコル配置による円二色性テラヘルツイメージ

ングを行った。厚み 50 µmのゼオノアシートに，金属ディスク三角格子（半径 11.25 µm，格子定

数 52 µm）を印刷[3]して二層に重ね、二層の方位をずらして回転させて作成したモアレ型メタ表

面をサンプルに用いた。メタ表面の共鳴周波数は 4.35 THzである。 

円偏光テラヘルツ光をモアレ型メタ表面に入射し、金属構造に由来した位相変調を受けた成分

のみを観測した。図 1 (a), (b) は左・右円偏光に対する 2 次元透過光強度パターンである。また，

各点の強度比を非対称性因子 g値で評価して再度マッピングしたものを Fig. 1 (c)に示す。二層重

ねた金属構造のわずかな異方性を反映した画像取得がテラヘルツ光照射によって可能であった。

特に、2種類の特異点付近の g値の符号が逆転していることがわかる。このことは、メタ表面の構

造的キラリティーを可視化できたことに対応する。今後、さらなる g 値の向上と幾何学位相の次

数に対応した光信号の検出などへと展開する予定である。 

 
Fig.1 Experimentally obtained 4.35 THz images of moiré metasurfaces 

(a) left and (b) right circular polarized beam, (c) circular dichroism 
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